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システム・インフラ強化に向けた大証の取組み 

 

（１） 新システムの稼動（別紙参照） 

○ 本システムは，日本の証券取引所としては最初の分散系で開発。 

○ 本年１月ヘラクレス市場（１月 30 日稼動済），２月株式１・２部および先物・オプション市場の２段階で稼動

（現行システム比７倍の能力）。 

○ 稼動後，直ちに能力の増強に着手・・・本年７～８月頃までにさらに２倍に増強（現行比１４倍の能力）。 

（２） 運行管理体制の強化 

○ １７年１０月，外部の専門家によるシステム監査チーム（５名）を設置し，開発並びに運行体制を常時チェック。 

○ 新システム稼動後にバックアップ体制の構築に着手するとともに，業務継続体制を見直し。 

（３） システム要員の増強 

○ 新システムの開発を機に，システムエンジニア約１０名を中途採用。 

○ 本年４月，システム統括役員として金融システム専門家を外部（NTT データ）から招聘。 

 

 



（別紙）大証のシステム性能 

<　　>内は既往ピーク処理件数

株式
（ﾍﾗｸﾚｽ含む)

先物・オプション
株式

（ﾍﾗｸﾚｽ含む)
先物・オプション

４５０件 １６０件 ２９０件 ６０件 ４０件 ２０件

注文件数 ４００万件 ２６０万件 １４０万件 １７０万件 １２０万件 ５０万件

約定件数 ２５０万件 １３０万件 １２０万件 １２０万件 ６０万件 ６０万件

清
算

１２０万件 １２０万件

現行システム

処
理
容
量

(

一
日
当
た
り

)

日本証券クリアリング機構に委託日本証券クリアリング機構に委託

処理能力（秒当たり）

約定件数（１日当たり）

新システム（２月全面稼動）

売
　
　
買 <６０万件> <４５万件> <１５万件>

<３８万件> <２７万件> <１１万件>

 


